
 
 
 
 
 

 
 
 
   

 

 

 
   

   

   

 
   

   

   

 
     

   

 
 

(％表示は、対前期増減率) 
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(百万円未満切捨て)

１．平成26年２月期第２四半期の連結業績（平成25年３月１日～平成25年８月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年２月期第２四半期 30,875 24.7 1,751 △31.7 1,964 △24.4 2,705 15.7
25年２月期第２四半期 24,754 7.2 2,562 184.3 2,599 219.4 2,338 －

(注) 包括利益 26年２月期第２四半期 3,510百万円( 43.5％) 25年２月期第２四半期 2,446百万円( －％)

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

26年２月期第２四半期 73.50 73.39
25年２月期第２四半期 63.52 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

26年２月期第２四半期 61,340 33,486 54.3
25年２月期 40,904 30,219 73.6

(参考) 自己資本 26年２月期第２四半期 33,303百万円 25年２月期 30,086百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年２月期 － 0.00 － 10.00 10.00

26年２月期 － 0.00

26年２月期(予想) － 10.00 10.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．平成26年２月期の連結業績予想（平成25年３月１日～平成26年２月28日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり 
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 64,500 26.2 4,100 15.2 4,000 3.9 3,600 9.1 97.80

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



  

 

 

   

   

   

   

   

   

   

   

 

 
 

※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 有

  (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 1社（社名） HC(USA) Inc. 、除外 社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 有

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 26年２月期２Ｑ 40,213,388株 25年２月期 40,213,388株

② 期末自己株式数 26年２月期２Ｑ 3,405,910株 25年２月期 3,405,226株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年２月期２Ｑ 36,807,883株 25年２月期２Ｑ 36,808,259株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四半期決算短信
の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しております。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が入手している情報及び合理的であると判断さ
れる一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績は
様々な要因により大きく異なる場合があります。
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、欧州の景気低迷や新興国の経済停滞の影響が懸念

材料であるものの、新政権下における金融緩和をはじめとした各種政策など経済成長への期待感から、

円安・株高が進み、国内景気に明るい兆しが強まってきております。 

このような状況下、当社グループは、中期経営計画の最終年度となる当連結会計年度におきまして

は、連結業績予想の達成に向け、国内事業は、積極的な広告宣伝活動による新規顧客の増加と顧客サー

ビスの強化による顧客定着化の促進に、また、海外事業ではシェア拡大による更なる収益基盤の確立に

努めております。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は308億75百万円（前年同期比24.7％増）、営業利益は

17億51百万円（前年同期比31.7％減）、経常利益は19億64百万円（前年同期比24.4％減）、四半期純利

益は、法人税等の減少などにより27億５百万円（前年同期比15.7%増）となりました。  

  

報告セグメント別の状況は、次のとおりであります。 

なお、第１四半期連結会計期間より報告セグメントの区分を変更しております。 

  

①アデランス（オーダーメイド）事業  

男性売上は、新規顧客にはスピーディーで気軽に部分的に髪が増やせる増毛商品や育毛サービスが好

調で、リピート顧客にはオーダーメイドウィッグ売上が堅調であったことで増収となりました。女性売

上も、全国の主要百貨店で開催する展示試着会での新規顧客へのオーダーメイドウィッグ販売が大幅に

増加し、リピート顧客への販売も順調に推移したことで増収となりました。その結果、アデランス事業

の売上高は142億73百万円（前年同期比11.0％増）となり、営業利益は45億77百万円（前年同期比8.2％

増）となりました。 

②フォンテーヌ（レディメイド）事業  

フォンテーヌ事業の売上高は、新商品の投入、接客技術の向上やGMSへの出店などにより、順調に推移

したことで、39億98百万円（前年同期比5.9％増）、営業利益は７億19百万円（前年同期比42.1％減）と

なりました。 

③ボズレー（ヘアトランスプラント）事業  

ボズレー事業の売上高は、広告宣伝の投入量が当初予定を下回ったことで反応数が減少し、現地通貨

ベースで47百万米ドル（前年同期比11.8％減）、円建てで45億82百万円（前年同期比6.0％増）となりま

した。営業利益は現地通貨ベースで減収となったことで１億47百万円（前年同期比66.8％減）となりま

した。 

④海外ウィッグ事業  

海外ウィッグ事業では、米国市場におけるオーダーメイドウィッグ販売最大手のHC（USA）Inc.が平成

25年４月から、さらには欧州市場で医療用ウィッグを扱うLe Nouvel Espace Beauté SAが平成24年９月か

ら連結対象となったことで、増収となりました。営業損益は、のれんや無形固定資産などの償却負担があ

り、営業損失となりました。 

海外ウィッグ事業の売上高は67億33百万円（前年同期比172.0％増）、営業損失は６億72百万円（前年

同期は30百万円の営業損失）となりました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報
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⑤その他事業  

美材ルートは、市場環境が依然として厳しい状況ですが、新商品の投入などにより、増収となりまし

た。 

その他事業の売上高は27億79百万円（前年同期比5.8％増）、営業損失は５億12百万円（前年同期は２

億70百万円の営業損失）となりました。 

  

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、HC（USA）Inc.を連結の範囲に含めたことによる無形固定資

産のその他（115億99百万円増）やのれん（67億98百万円増）の増加等により前連結会計年度末に比べ

204億36百万円増加し、613億40百万円となりました。 

負債は、HC（USA）Inc.の株式取得資金として長期借入金（102億38百万円増）や、HC（USA）Inc.を連

結の範囲に含めたことによる繰延税金負債（49億21百万円増）の増加等により前連結会計年度末に比べ

171億68百万円増加し、278億54百万円となりました。  

純資産は、四半期純利益の計上により利益剰余金が24億23百万円、為替換算調整勘定が７億81百万円

増加したことなどから、前連結会計年度末に比べ32億67百万円増加し、334億86百万円となりました。 

  

当第２四半期連結累計期間の四半期純利益において、米国の税効果により当初予想との間に差異が発

生しておりますが、通期業績予想につきましては、今後の為替相場及び期末の法人税等調整額等により

変動する可能性を含んでおり、平成25年４月15日公表の業績予想を変更しておりません。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（３）連結業績予想に関する定性的情報
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第１四半期連結会計期間より、新たに株式を取得した HC(USA) Inc. 及びその子会社10社を連結の

範囲に含めております。なお、当該連結の範囲の変更につきましては、当第２四半期連結会計期間の

属する連結会計年度の連結財務諸表に重要な影響を与え、当該影響の概要は、連結貸借対照表の無形

固定資産の増加、連結損益計算書の売上高等の増加であります。 

  

（税金費用の計算） 

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する

税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計

算しております。 

  

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成25年３月１日以後に取得した

有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。この変更によ

る当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益、税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微

であります。  

  

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年２月28日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年８月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 14,001 10,059

受取手形及び売掛金 4,961 5,024

商品及び製品 2,882 3,970

仕掛品 235 291

原材料及び貯蔵品 858 864

繰延税金資産 851 1,826

その他 1,266 1,997

貸倒引当金 △213 △225

流動資産合計 24,845 23,809

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,993 4,370

土地 4,081 4,087

リース資産（純額） 805 776

その他（純額） 1,167 1,949

有形固定資産合計 9,047 11,185

無形固定資産   

のれん 522 7,320

その他 2,549 14,149

無形固定資産合計 3,072 21,469

投資その他の資産   

投資有価証券 207 1,039

繰延税金資産 259 212

敷金及び保証金 3,222 3,418

その他 825 756

貸倒引当金 △576 △550

投資その他の資産合計 3,939 4,876

固定資産合計 16,059 37,531

資産合計 40,904 61,340
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年２月28日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年８月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 483 763

1年内返済予定の長期借入金 8 1,060

未払金 2,129 2,255

未払法人税等 242 254

繰延税金負債 2 3

前受金 1,105 1,908

賞与引当金 1,172 1,377

商品保証引当金 78 105

返品調整引当金 132 77

その他の引当金 21 28

その他 2,475 2,997

流動負債合計 7,852 10,831

固定負債   

長期借入金 1 9,187

リース債務 335 321

繰延税金負債 56 4,977

退職給付引当金 1,064 1,211

資産除去債務 1,019 1,003

その他 356 320

固定負債合計 2,833 17,023

負債合計 10,685 27,854

純資産の部   

株主資本   

資本金 12,944 12,944

資本剰余金 13,157 13,157

利益剰余金 14,268 16,692

自己株式 △7,020 △7,021

株主資本合計 33,349 35,772

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 11 24

為替換算調整勘定 △3,274 △2,493

その他の包括利益累計額合計 △3,262 △2,468

新株予約権 48 87

少数株主持分 83 95

純資産合計 30,219 33,486

負債純資産合計 40,904 61,340
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書 
 第２四半期連結累計期間 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年３月１日 
 至 平成24年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年３月１日 
 至 平成25年８月31日) 

売上高 24,754 30,875

売上原価 4,419 6,245

売上総利益 20,334 24,629

販売費及び一般管理費 17,772 22,878

営業利益 2,562 1,751

営業外収益   

受取利息 12 13

受取配当金 0 1

不動産賃貸料 29 29

為替差益 9 453

その他 70 83

営業外収益合計 122 580

営業外費用   

支払利息 18 105

不動産賃貸費用 7 9

支払手数料 38 244

貸倒引当金繰入額 11 －

その他 9 6

営業外費用合計 85 367

経常利益 2,599 1,964

特別利益   

固定資産売却益 3 2

特別利益合計 3 2

特別損失   

固定資産売却損 － 2

減損損失 84 11

投資有価証券評価損 14 －

店舗閉鎖損失 10 29

その他 5 6

特別損失合計 114 50

税金等調整前四半期純利益 2,487 1,915

法人税等 149 △789

少数株主損益調整前四半期純利益 2,338 2,705

四半期純利益 2,338 2,705
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 四半期連結包括利益計算書 
 第２四半期連結累計期間 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年３月１日 
 至 平成24年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年３月１日 
 至 平成25年８月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 2,338 2,705

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 7 12

為替換算調整勘定 101 768

持分法適用会社に対する持分相当額 － 23

その他の包括利益合計 108 805

四半期包括利益 2,446 3,510

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 2,446 3,499

少数株主に係る四半期包括利益 － 11

(株)アデランス(8170)平成26年２月期　第２四半期決算短信

8



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
（自 平成24年３月１日 

  至 平成24年８月31日）

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成25年３月１日 

  至 平成25年８月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 2,487 1,915

減価償却費 441 1,039

減損損失 84 11

のれん償却額 43 143

賞与引当金の増減額（△は減少） 12 86

退職給付引当金の増減額（△は減少） 46 110

その他の引当金の増減額（△は減少） △11 6

受取利息及び受取配当金 △13 △14

支払利息 18 105

有形固定資産売却損益（△は益） △3 △0

売上債権の増減額（△は増加） 693 537

たな卸資産の増減額（△は増加） △632 △169

仕入債務の増減額（△は減少） 83 △81

敷金及び保証金の増減額（△は増加） 61 △72

未払金の増減額（△は減少） △298 △164

その他 △532 46

小計 2,480 3,500

利息及び配当金の受取額 12 31

利息の支払額 △20 △71

保険金の受取額 647 －

法人税等の支払額 △270 △330

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,850 3,130

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の増減額（△は増加） △4 246

有形固定資産の取得による支出 △566 △373

有形固定資産の売却による収入 3 1

無形固定資産の取得による支出 △141 △141

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

－ △15,980

その他 △42 60

投資活動によるキャッシュ・フロー △751 △16,186

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入れによる収入 － 10,500

長期借入金の返済による支出 － △262

リース債務の返済による支出 △60 △29

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 － △366

その他 0 △210

財務活動によるキャッシュ・フロー △61 9,630

現金及び現金同等物に係る換算差額 153 △444
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
（自 平成24年３月１日 

  至 平成24年８月31日）

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成25年３月１日 

  至 平成25年８月31日）

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,191 △3,869

現金及び現金同等物の期首残高 11,365 13,604

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 120

現金及び現金同等物の四半期末残高 13,557 9,855
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該当事項はありません。  

  

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成24年３月１日 至 平成24年８月31日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主に美材ルート事業でありま

す。 

 ２．セグメント利益又はセグメント損失の調整額△3,054百万円は、セグメント間取引消去△53百万円、各報告

セグメントに配分していない全社費用△3,000百万円が含まれております。全社費用は主に報告セグメント

に帰属しない一般管理費であります。 

 ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整をおこなっております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成25年３月１日 至 平成25年８月31日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主に美材ルート事業でありま

す。 

 ２．セグメント利益又はセグメント損失の調整額△2,508百万円は、セグメント間取引消去82百万円、各報告セ

グメントに配分していない全社費用△2,591百万円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに

帰属しない一般管理費であります。 

 ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整をおこなっております。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

(単位：百万円)

報告セグメント

その他 
(注１)

合計
調整額
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
(注３)

アデランス

事業

フォンテーヌ

事業

ボズレー

事業

海外ウィッグ

事業

売上高

(1) 外部顧客に
  対する売上高

12,855 3,775 4,324 2,475 1,324 24,754 ― 24,754

(2) セグメント間の内部
  売上高又は振替高

― ― ― ― 1,302 1,302 △1,302 ―

計 12,855 3,775 4,324 2,475 2,626 26,057 △1,302 24,754

セグメント利益又は
セグメント損失（△）

4,232 1,241 444 △30 △270 5,616 △3,054 2,562

(単位：百万円)

報告セグメント

その他 
(注１)

合計
調整額
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
(注３)

アデランス

事業

フォンテーヌ

事業

ボズレー

事業

海外ウィッグ

事業

売上高

(1) 外部顧客に
  対する売上高

14,273 3,998 4,582 6,732 1,287 30,875 ― 30,875

(2) セグメント間の内部
  売上高又は振替高

― ― ― 0 1,492 1,492 △1,492 ―

計 14,273 3,998 4,582 6,733 2,779 32,368 △1,492 30,875

セグメント利益又は
セグメント損失（△）

4,577 719 147 △672 △512 4,259 △2,508 1,751

(株)アデランス(8170)平成26年２月期　第２四半期決算短信

11



  
２．報告セグメントの変更等に関する事項 

従来、報告セグメントは「アデランス事業」、「フォンテーヌ事業」、「ボズレー事業」の３区分

としておりましたが、第１四半期連結会計期間より、「アデランス事業」、「フォンテーヌ事業」、

「ボズレー事業」及び「海外ウィッグ事業」の４区分に変更しております。 

この変更は第１四半期連結会計期間におけるHC(USA) Inc.の子会社化を契機として、海外子会社の

業績管理区分を見直したためであります。 

また、組織変更を契機に「フォンテーヌ事業」に含めておりました「美材ルート」を第１四半期連

結会計期間より「その他」に含めて表示しております。 

なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の報告セグメントの区分方

法により作成しております。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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